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「健康食品」の利用状況 

 

 

１．一般的な利用状況 

（１）摂取割合・摂取頻度 

 「健康食品」の摂取について、「毎日、使用している」（17.6％）または「時々、使

用している」（23.6％）人は、約 41％。（参照１） 

 「健康食品」の摂取について、「ほぼ毎日利用している」（26％）または「たまに利

用している」（32％）人は、約６割。（参照２） 

 最近１年間に「健康食品」を摂取したことがある人は、43.8％。（参照３） 

 「いわゆる健康食品」を毎日摂取している人は、37％。（参照３） 

 

（２）性別による摂取状況の相違 

 「健康食品」の摂取は、男性（36％）より女性（46％）の方が多い。（参照１） 

 「健康食品」の摂取は、男性（54％）より女性（63％）の方が多い。（参照２） 

 

（３）摂取目的 

 「健康食品」の摂取のきっかけは、男女ともすべての年代で、「健康の維持が必要

と考えたため」が最も多く、次いで、「テレビ・新聞等で広告を見てよさそうだと

思ったため」・「家族・友人に勧められたため」・「病気の予防や治療のため」。（参照

１） 

 「健康食品」の摂取目的は、「体調の維持・病気の予防」（50％）が最も多く、次い

で、「健康の増進」（43％）、「特定の栄養素の補給」（40％）、「疲労回復」（35％）。

「美容」・「ダイエット」・「老化予防」は、いずれも 14～15％。「病状の改善」は、

11％。（参照２） 

 「いわゆる健康食品」の摂取目的は、「健康増進」（41.2％）が最も多く、次いで、

「栄養バランス」（37.5％）、「疲労回復」（22.9％）、「特定の栄養素摂取」（14.7％）。

（参照３） 

 

 

２．ハイリスクグループの利用状況 

（１）病者 

１）摂取割合 

 入院患者の 26％、外来患者の 37％が、機能性食品を「現在使用中」。（参照４） 

 入院患者の 20.4％、外来患者の 39.1％が、「健康食品」を摂取。（参照５） 
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２）摂取目的 

 機能性食品に期待する効果は、入院患者では、「病気の治療」（38％）が最も多く、

次いで「健康維持」（28％）、「栄養補給」（17％）、「病気の予防」（11％）。外来患者

では、「健康維持」（52％）が最も多く、次いで「病気の予防」（28％）、「病気の治

療」（11％）、「栄養補給」（5％）。（参照４） 

 「健康食品」の摂取目的は、「健康維持」が最も多く、入院患者で 71.9％、外来患

者で 68.2％。「病気の予防」は、入院患者で 23.1％、外来患者で 33.3％。「病気の

治療」は、入院患者で 13.2％、外来患者で 10.0％。（参照５） 

 

３）処方薬との併用 

 入院患者の 17.7％、外来患者の 36.8％が、処方薬と「健康食品」を併用。（参照５） 

 生活習慣病などのハイリスクグループの者の 46％が、処方薬と「健康食品」を併

用。（参照２） 

 

４）医師等への相談 

 機能性食品の摂取について、入院患者で 71％、外来患者で 45％が、医療機関に伝

えていない。（参照４） 

 「健康食品」の摂取について、入院患者及び外来患者ともに約 70％が、医師に相

談していない。（参照５） 

 

 

（２）がん患者 

 １）患者背景による補完代替医療の利用割合の相違 

 日本のがん患者の補完代替医療の利用割合を患者背景別にみると、それぞれ、60歳

以下＞61 歳以上、女性＞男性、一日の半分以上を床上安静＞活動制限ほとんどな

し、高学歴＞低学歴、（がん診断後に）人生観の変化あり＞人生観の変化なし、化

学療法を受けた患者＞化学療法を受けていない患者、緩和ケア病棟患者＞がんセ

ンター患者、肺がん・乳がん・肝胆道がん＞頭頸部がん・消化管がん・肥尿生殖器

がん。（参照６） 

 利用している補完代替医療の種類は「健康食品」・サプリメントが、96.2％。（参照

６） 

 

 ２）種類 

 摂取している「健康食品」・サプリメントの種類は、アガリクス 60.6％、プロポリ

ス 28.8％、AHCC（シイタケ属の担子菌由来培養抽出物）8.4％、生薬 7.1％、キト

サン 7.1％、サメ軟骨 6.7％、レイシ 6.3％、ウコン 5.9％、ビタミン 4.8％、メシ
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マコブ 4.4％、クロレラ 3.7％。（参照６） 

 

 ３）利用目的 

 補完代替医療の利用目的は、がんの進行抑制（67.1％）、治療（44.5％）、症状緩和

（27.1％）、通常医療を補完するため（20.7％）。（参照６） 

 

４）副作用 

 補完代替医療を利用し、副作用があった人は、5％。その症状は、吐気、下痢、便

秘、皮疹、肝機能異常など。（参照６） 

 

 ５）医師等への相談 

 補完代替医療の利用に関して医師に相談しなかった人は、60.7％。（参照６） 

 

 

（３）子ども 

 １）摂取割合・摂取頻度・摂取年齢等 

 サプリメント・「健康食品」を摂取している患児（小児科外来受診者）は、1198名

中 131名（10.9％）。（参照７） 

 サプリメントを摂取したことのある子ども（4歳から 17歳まで）は、139人（20.4％）。

うち 72 人（10.6％）が現在摂取中で、67 人（9.8％）が過去に摂取。サプリメン

トの摂取と非摂取について、男女差はなし。（参照８） 

 幼児にサプリメント（錠剤・カプセル状に限る）を摂取させたことのある母親は、

100 名（9.5％）。（参照９） 

 子ども（6歳まで）のサプリメントの摂取は、15％（228人）。うち、「毎日」が 2.1％

（32人）、「時々」が 7.0％（106人）、「過去に摂取」が 5.9％（90人）。（参照 10） 

 子ども（6歳まで）のサプリメント摂取者において、摂取開始は、3歳からが最も

多く、0歳から摂取しているケースもあり。（参照 10） 

 中学生以下の子供に「健康食品」を摂取させている割合は、6％。（参照３） 

 中学生以下の子供に「いわゆる健康食品」を摂取させる頻度は、「調子が悪いとき

のみ摂取させている」が最も多く、76.5％。（参照３） 

 運動系の部活動に所属している生徒の摂取率は、所属していない生徒のそれに比

べ、小・中・高校生共に、有意に高い。（参照 11） 

 摂取期間は、6カ月以内が小・中・高校生共に最も多い。（参照 11） 
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 ２）種類 

 摂取したサプリメントの種類は、ビタミン類が最も多く、次いでミネラル類、植物

成分。（参照７） 

 摂取したサプリメントの種類は、鉄、カルシウム、亜鉛を含むミネラル（37％）が

最も多く、次いで、マルチビタミン、ビタミン B、ビタミン C を含むビタミン類

（29％）、ブルーベリー抽出物（16％）。（参照８） 

 ビタミン及びミネラルのみの摂取群は 67.5％（154 人）で、それ以外の摂取群は

32.5％（74人）。ビタミン及びミネラル以外の摂取群は、魚油（44.6％）の摂取が

最も多く、次いで、キシリトール（10.8％）、プロテイン（9.5％）、ハーブ（8.1％）、

酢（4.1％）。（参照 10） 

 摂取したサプリメントの形態は、タブレットと咀嚼錠が多い。（参照 10） 

 摂取した「健康食品」の種類は、小・中・高校生いずれにおいても、ビタミン・ミ

ネラル、プロテインが主。少数ではあるが、青汁、グルコサミン、オルニチン、ロ

ーヤルゼリー等。小学生ほど、青汁等の高齢者の利用率が高い品目の摂取率が増加。

（参照 11） 

 

 ３）摂取目的 

 摂取目的は、「健康に良い」（38名）が最も多い。栄養補給、ビタミンの補給、野菜

不足を補うなど普段の食事では不十分との認識による摂取者は 35名。（参照７） 

 子供（6 歳まで）のサプリメント摂取者において、摂取目的は、「栄養補給」が最

も多く（ビタミン及びミネラル摂取群 70.1％、それ以外の摂取群 57.4％）、次い

で、「健康増進」（同 20.8％、41.2％）、「病気予防」（同 12.5％、35.3％）、「体形成」

（同 9.7％、19.1％）。（参照 10） 

 中学生以下の子供に「いわゆる健康食品」を摂取させている目的は、「栄養バラン

ス」（48％）が最も多く、次いで、「健康増進」（40％）。（参照３） 

 「健康食品」の摂取目的は、「からだの調子をよくするため」が最も多く、次いで、

「食事の代わり（栄養補給）」や「疲れをとるため」。また、運動系の部活動へ所属

している小学生・高校生においては、「体力や筋力をつける」の割合が顕著に増加。

（参照 11） 

 

 

（４）妊婦 

 １）摂取割合・摂取頻度 

 サプリメントの摂取割合は、妊娠前が 74.9％（806人）、妊娠中が 75.3％（810 名）。

摂取頻度は、妊娠前では、「毎日」が 20.2％、「時々」が 34.7％、「過去に摂取した

ことがある」が 20.1％。妊娠中では、「毎日」が 37.2％、「時々」が 22.8％、「過
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去に摂取したことがある」が 15.3％と、毎日摂取する人が増加。（参照 12） 

 「健康食品」やサプリメントを毎日摂取している妊婦は、妊娠前が 6.2％に対し、

妊娠後は 14.4％。（参照 13） 

 葉酸認知率 ＊）及び葉酸サプリメント内服率は、2002 年は 15.3％及び 9.1％と低率

であったが、年々上昇し、2007年はそれぞれ 39.4％及び 43.1％に上昇。（参照 14） 

（＊：葉酸の十分な摂取による赤ちゃんの二分脊椎症リスク低減についての知識が

ある人の割合） 

 葉酸の摂取者は、妊娠 1 カ月から増え始め、2～3 カ月が最も多い。妊娠 3 か月ま

での時期に「強化された加工食品」、「錠剤・カプセルなどのサプリメント」、「市販

薬（医薬品）」のいずれかから folic acidを摂取した妊婦は 879人（71.1％）。（参

照 15） 

 葉酸の摂取形態は、サプリメントが最も多く、50.6％の妊婦が妊娠 4～6カ月時点

でもサプリメントを利用。（参照 15） 

 

 ２）種類 

 サプリメントの種類は、妊娠前では、ビタミン C（42.4％）が最も多く、次いで、

葉酸（34.7％）、ビタミン B類（26.8％）、鉄（24.7％）、コラーゲン（22.8％）、カ

ルシウム（15.8％）、ビタミン E（13.4％）。妊娠中では、葉酸（93.8％）が最も多

く、次いで、鉄（48.3％）、カルシウム（26.0％）、ビタミン B類（22.2％）、ビタ

ミン C（13.1％）、その他。（参照 12） 

 サプリメントの種類は、鉄が、妊娠前 0.5％に対し、妊娠後 5.6％、葉酸が妊娠前

1.5％に対し、妊娠後 14.4％、その他・ビタミン類が、妊娠前 6.1％に対し、妊娠

後 4.9％、その他の「健康食品」が妊娠前 4.4％に対し、妊娠後 2.7％。（参照 13） 

 

 ３）摂取者の経歴 

 葉酸認知率は、高年齢群（30 代及び 40代）が低年齢群（10代及び 20代）より有

意に高く、高学歴群（専門学校・短期大学・大学卒業）が低学歴群（中学校・高等

学校卒業）より有意に高い。（参照 14） 

 

 ４）摂取目的 

 摂取目的は、妊娠前では、栄養補給（44.0％）が最も多く、次いで、美容（42.7％）、

健康増進（28.0％）。妊娠中では、胎児の健康（80.9％）が最も多く、次いで健康

増進（48.6％）。（参照 12） 
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（５）高齢者 

 １）摂取割合・摂取頻度 

 最近１年間に「健康食品」を摂取したことがある 65歳以上の人は、45.6％。（参照

３） 

 「いわゆる健康食品」の摂取頻度は、「毎日摂取している」が 55.5％。（参照３） 

 

 ２）摂取目的 

 「健康食品」の摂取目的は、「体調・病気予防」（60 代：56.5％、70 代：59.9％）

が最も多く、次いで、「健康増進」（45.2％、50.9％）、「特定の栄養素の補給」（36.7％、

37.3％）、「疲労回復」（28.8％、33.5％）、「老化予防」（21.6％、27.4％）。（参照２） 

 「いわゆる健康食品」の摂取目的は、「健康増進」（45％）が最も多く、次いで、「栄

養バランス」（28％）、「老化の予防」（26％）、「疲労回復」（22％）、「関節の健康」

（19％）、「目の健康」（19％）。（参照３） 

 

 ３）処方薬との併用 

 「健康食品」を摂取している 70 代の高齢者の約 3 分の 2 が、処方薬と併用。（参

照２） 
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